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　　　　 第１号様式（第７条関係）

平成２５年４月１日改定

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

地球環境保全は人類共通の課題であり、企業の存在と活動に必須の要件であるこ
とを認識し、自主的・積極的に地球温暖化防止、生物多様性の保全、循環型社会
の構築等に取り組む。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

地球環境保全は人類共通の課題であり、企業の存在と活動に必須
の要件であることを認識し、自主的・積極的に地球温暖化防止、
生物多様性の保全、循環型社会の構築等に取り組む。関連法規の
遵守状況について、これまで違反及び行政当局からの指摘はな
かった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

コピー用紙の使用枚数は前年よりも増加してしまったが、総電気使用量
は対前年２％減少した。

基 本 方 針

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

１．グリーン物流を推進する。
２．資源・エネルギーの効率的活用に努める。
３．環境関係法令を順守する。
４．環境人材を育成する。
５．環境社会貢献活動を推進する。
６．環境に関する取組みを広く社会に発信する。
７．環境経営推進システムの継続的改善を図る。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

１、２．ポスターを掲示し、全従業員で取り組んでいる。
３．毎月データを集約し管理している。
４．外部から講師を招き、エコドライブ講習会を実施。引き続き実施を
予定している。
５．書類をＰＤＦに落としてデータ化に取り組んでいる。

環境マネジメントシステム導入報告書

日本通運グループ憲章

報告者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
日本通運株式会社
代表取締役社長　渡邉　健二

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

導 入 年 月 日

認 証 番 号

チャレンジ１　総電気使用量（ｋｗｈ）の対前年度５％削減
チャレンジ２　燃料消費率（軽油）の対前年度１％改善
チャレンジ３　コピー用紙使用枚数の対前年度１０％削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

１．クールビズ（５月１日～１０月３１日）、ウォームビズ（１２月中旬～３月
末）の実施。
２．空調設定温度（夏季２８度、冬季２０度の設定）
３．事業所毎の燃料消費率を把握することによる管理強化。
４．エコドライブ講習会の実施。
５．紙ベースでの保存を省き、電子データへの保存へ順次移管。

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

報告者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
東京都港区東新橋１丁目９番３号
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